
Heosemys grandis - オオヤマガメ

他の呼称 :

分布 : カンボジア、ラオス、マレーシア、ミャンマー、タイ、ベトナム

Giant Asian Pond Turtle

背甲長：最大 48cm

顕著な特徴 :

α 現在の保全状況はwww.cites.orgおよびwww.iucnredlist.orgにて確認のこと。

身体的特徴 :

January 2013

類似種 :
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Heosemys spinosa    トゲヤマガメ

「種の保存法」による指定状況： なし（2013年 2月時点）

Cyclemys spp.    マルガメ属全種

– 固い甲羅をもつアジアの水生ガメの中では最大級
– 背甲に鈍いキール（隆条）が走る
– 背甲に通常 5枚の椎甲板 
– 頭部は灰色がかった緑色から茶色で、黄色やオレンジ色や
 ピンクの斑点があり、年齢とともに薄れることが多い

 Credit: All images Sabine Schoppe

背甲に鈍いキール
（隆条）が走る

背甲

腹甲
孵化したての幼体 幼体

Notochelys platynota    ムツイタガメ

分布： バングラデシュ、ブルネイ、カンボジア、中国、
 インド、インドネシア、ラオス、マレーシア、
 ミャンマー、ネパール、フィリピン、
 シンガポール、タイ、ベトナム

IUCN:  Cyclemys dentataノコヘリマルガメ: NT, 
 他の種の評価はまだ
 おこなわれていない
背甲長：最大 25cm
取引形態： 食用、および
  ペット取引  

Leucocephalon yuwonoi    シロアゴヤマガメ
IUCN: CR
背甲長：最大 25 - 28cm
取引形態：食用、およびペット取引 
背甲：
– 通常 5枚の椎甲板
– 3条のキール（隆条）
腹甲：
– 不規則な斑点があるか、または模様がない
– 蝶番はない
分布：インドネシア

最後部の 2対の甲板
の間の継ぎ目（シーム）は
前方に大きく湾曲している
肛甲板はかなり大きい

蝶番（見えにくい
ことも多い）

取引形態 :食用、およびペット取引

 Heosemys grandis   オオヤマガメ
 Credit: Chris R. Shepherd

どの甲板にも
放射模様がある

IUCN: VU
背甲長：最大 40cm
取引形態：食用、およびペット取引
背甲：
– 通常 6 - 7枚の椎甲板
– 鈍いキール（隆条）
腹甲：
– 不規則な斑点があるか、または模様がない
– 蝶番がある
分布：ブルネイ、インドネシア、マレーシア、タイ、ベトナム

腹甲背甲

背甲 
– 通常 5枚の椎甲板
– 鈍いキール（隆条）、
 成体ではより目立たなく
 なる

若い個体の背甲は
縁がギザギザ

 Credit: Mark Auliya

 Credit: Sabine Schoppe
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 Credit: Mark Auliya

どの甲板にも
放射模様がある

腹甲

蝶番（ちょうつがい）
はない

幼体 若い成体

ノコヘリマルガメ
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IUCN: EN
背甲長：最大 23cm 
取引形態：食用、およびペット取引
背甲：
– 通常 5枚の椎甲板
– 鈍いキール（隆条）
腹甲： 
– どの甲板にも放射模様がある
– 蝶番はない
分布：ブルネイ、インドネシア、マレーシア、フィリピン、シンガポール、タイ

国際的な保全状況：
α

CITES附属書 II

IUCN：VU


